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回 担当教員

1 福澤　素子

2 福澤　素子

漢方医学： 大塚敬節　著

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

評価方法

定期試験（95%）、授業態度（5%）により総合的に評価する。

テキスト

入門漢方医学： 日本東洋医学会（南江堂）

学生のための漢方医学テキスト： 日本東洋医学会（南江堂）

参考文献

1　単位漢方薬学科 ６年次　前期必修

現代医療における漢方治療の適応疾患、適応症状について理解し、概要を説明できる。

漢方処方学　※

授業概要（教育目的・GIO）

現代医療の中で、近年、様々な領域において漢方治療が取り入れられている。漢方治療を的確に行うためには、漢方

医学の基礎的な概念、診断法に加えて漢方生薬に関する知識とその生薬を組み合わせにより作られる漢方処方の効

能およびその適応を学び理解することが必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本教科では、現代医療において頻用される重要な漢方処方について、構成生薬、効能、適応となる疾患や症状につい

て講義する。これらの講義を通じて本教科では、現代医療における漢方治療の役割、頻用される漢方処方の構成生薬

と効能および適応を学び、臨床での漢方治療の実際を理解することを目的とする。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

漢方生薬の基源、加工法について理解し、概要を説明できる。

主な漢方生薬の薬性、薬能について理解し、概要を説明できる。

福澤　素子（教授）

現代医療において頻用される漢方方剤の構成生薬と効能について理解し、概要を説明でき

る。

現代医療における漢方治療の役割について理解する。

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

質問は講義日の昼休み、講義時間中、終了後に受け付けます。

学生へのメッセージ

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

adv-*C7-(3)

漢方薬の剤形、製法について理解し、説明できる。

漢方処方における構成生薬の組み合わせと君・臣・佐使の役割について理解し、概要を説明

できる。

構成生薬による漢方方剤の分類について理解し、説明できる。

気・血・水の概念に基づく漢方方剤の分類について理解し、説明できる。

内容項目

漢方生薬について

漢方薬の剤形、服用法

授業計画表

1, 2

3

学習目標番号

漢方生薬の基源、分類、加工法、薬

性、薬能

煎剤、散薬、丸薬、エキス製剤、外用剤

の剤形、漢方薬の服用法



－ 412 －

６年次

3 福澤　素子

4 福澤　素子

5 福澤　素子

6 福澤　素子

7 福澤　素子

8 福澤　素子

9 福澤　素子

10 福澤　素子

11 福澤　素子

12 福澤　素子

13 福澤　素子

瘀血・血虚に対して用いる方剤　　　　　

　水毒に対して用いる方剤

漢方処方の構成生薬

構成生薬による漢方方剤の分類（１）

気・血・水の概念に基づく漢方方剤の

分類（２）

桂枝湯類、柴胡剤、瀉心湯類

麻黄剤、附子剤

地黄剤、人参湯類、参耆剤、石膏剤

気うつ、気逆、気虚に対して用いる方剤

構成生薬による漢方方剤の分類（２）

構成生薬による漢方方剤の分類（３）

気・血・水の概念に基づく漢方方剤の

分類（１）

6

7, 8, 9

7, 8, 9

7, 8, 9

4

5

5

5

構成生薬の組み合わせと君・臣・佐使

の役割

6

漢方処方の実際（１）

漢方処方の実際（３）

漢方処方の実際（２）

漢方処方の実際（４）

漢方処方の実際（５）

7, 8, 9

7, 8, 9

内科疾患（呼吸器疾患、消化器疾患、

生活習慣病）の漢方処方

婦人科疾患、小児の漢方処方

皮膚科、耳鼻咽喉科、眼科領域の漢方

処方

精神神経科、整形外科、外科領域の漢

方処方

泌尿器科、歯科領域、高齢者の漢方処

方
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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

回 担当教員

1 榊原　巌

2 榊原　巌

3 榊原　巌

4 榊原　巌

5 榊原　巌

6 榊原　巌

漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較して列挙できる。

漢方薬の代表的な副作用や注意事項を説明できる。

新たな品質評価法３ ポストゲノム評価

優良生薬品種の選定 １ 朮の優良品選定

優良生薬品種の選定 ２

学習目標番号

1, 2, 3, 4, 6

1～6

1　単位

榊原　巌（教授）

火曜日～木曜日の(16:30-18:00)に漢方天然物化学研究室：E31）で対応します。

学生へのメッセージ

漢方製剤の品質を確保し保証するためには、どのような課題があり、具体的にどのような取り組みがなされているか、

教科書には書かれていない内容も講義の中で紹介します。

adv-*C7-(3)-1-2

adv-*C7-(3)-1-3

adv-*C7-(3)-1-6

adv-*C7-(3)-1-▲

7

adv-*C7-(3)-2-2

漢方薬と民間薬、代替医療との相違について説明できる。

漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。

漢方薬学科 6年次　前期必修

漢方品質評価論　※

1, 2, 5, 7, 8

生薬の生産と流通について説明できる。

授業計画表

項目 内容

漢方の品質評価の意義

新たな品質評価法１ 3Dフィンガープリント

新たな品質評価法２ 五感評価 1～6

2, 3

1, 2, 5, 8

参考文献

特になし

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

評価方法

レポート点(100%)に、授業態度を加味し、総合的に評価する。

テキスト

授業毎に資料を配布する。

授業概要（教育目的・GIO）

近年、漢方製剤の原料である生薬から残留農薬が検出されたことが社会問題となっている。漢方製剤を安心して使用

するためには、原料生薬および漢方製剤の品質保証が重要となる。また、漢方薬による副作用も報告されている。本教

科では、薬剤師の立場から、漢方製剤の安全性と有効性をどのように患者に伝えるか、情報収集などによる品質評価

法の事例を挙げて講義する。さらに、漢方製薬メーカーにおける安全性、均一性、有効性に関する品質評価への取組

みも紹介する。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

adv-*C7-(1)-6-1

adv-*C7-(1)-6-5

日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。

生薬の同定と品質評価法について概説できる。

漢方処方に配合されている代表的な生薬を例示し、その有効成分を説明できる。

附子の優良品選定

adv-*C7-(1)-1-▲

3
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６年次

7 外部講師

8 外部講師

9 榊原　巌

10 榊原　巌

11 榊原　巌

12 榊原　巌

13 榊原　巌

関連授業科目

同名異種生薬

漢方薬の相互・副作用

1.　生薬学　　　　　2.　漢方薬物学

2, 5, 6

4, 5

1, 2, 4, 7, 8

8

7

漢方処方の品質と有効性 六君子湯の有効性研究

原料生薬の安定確保

服薬時、併用時の留意点

安全性に対する取り組み

鉱物生薬の品質評価 石膏の配合意義

8

7, 8

原料生薬の安定確保１ 中国国内の資源調査

原料生薬の安定確保２ 中国国内の資源調査

残留農薬・防虫対策
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番号

1

2

3

4

5

回 担当教員

1 定本　清美

2 定本　清美

3 定本　清美

4 定本　清美

5 定本　清美

6 定本　清美

7 定本　清美

8 定本　清美

9 定本　清美

10 定本　清美

11 定本　清美

12 定本　清美

13 定本　清美

関連授業科目

乳がん・卵巣がん（３）

関節リウマチ

自己免疫疾患と関節リウマチ

関節リウマチと全身症状

症例を通して検討する。

4

5

乳がん・卵巣がん症例を検討し、総合的治療

自己免疫疾患：関節リウマチ疾患の特徴、病態、検査値など

関節リウマチの画像診断、診断基準、治療など

関節リウマチ症例を検討し、総合的治療

疾患の特徴を総合的に理解する。

4

4

学習目標番号

症例を踏まえて疾患の特徴、病態、検査値など

市中肺炎、嚥下性肺炎、画像診断、治療など

市中肺炎、嚥下性肺炎、診断基準など

3

大腸がん疾患の特徴、病態、検査値など

大腸がんや消化器疾患の画像診断、診断基準、治療

大腸がん症例を検討し、患者対応を含む総合的治療

乳がん・卵巣がん疾患の特徴、病態、検査値など

1

1

1

2

2

2

在室（薬理学研究室：E43）時、講義の前後

学生へのメッセージ

実際の疾患の総合的対応を学び、頻度の高い疾患で実際の薬物治療の専門に活かせるようにして下さい。

adv-*C14-(3)

1　単位臨床薬学科 6年次　前期必修

adv-*C14-(3)

adv-*C14-(2)

肺炎を中心とする呼吸器疾患について総合的に理解する。

大腸がんを中心とする消化器疾患について総合的に理解する。

内容

定本　清美（教授）

評価方法

疾患別治療特論Ⅲ　※

乳がん・卵巣がん（２）

授業計画表

消化器疾患（２）

消化器疾患（３）

乳がん・卵巣がん（１）

呼吸器疾患（２）

呼吸器疾患（３）

消化器疾患（１）

授業概要（教育目的・GIO）

５年生までに実務実習を終了し、病院や薬局の業務の中で頻度の高い疾患や薬物治療に特徴がある疾患などについて、実際に経験できた

ものもあると思われる。ここでは、それらの疾患の中でも、日常臨床で頻度が高いと思われる疾患について、病態、検査値、画像診断などを

薬物治療と関連して総合的に学ぶ。実践的に活用できる知識の習得を目指す。5年までに習った自己免疫疾患の知識を基に、頻度の高い悪

性腫瘍、炎症性肺疾患、自己免疫疾患で重要性が高い関節リウマチについて理解を深める。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード

1.　疾患別治療特論Ⅱ　　2.　病態・薬物治療学２　　　3.　病態・薬物治療学３　　4.　病態・薬物治療学４

adv-*C14-(4)

adv-*C14-(4)

乳がん、卵巣がんの病態や治療を総合的に理解する。

自己免疫疾患の総合的対応や治療を理解する。

頻度の高い疾患を学生と共に学習する。

オフィスアワー（授業相談）

乳がん・卵巣がんの画像診断、治療を理解する。

内容項目

呼吸器疾患（１）

授業形式

A　講義型

3

3

定期試験（MCQと筆記）70%、授業評価(講義中課題：10%）、課題レポート20%により総合的に評価する。

テキスト

講義用プリントまたは電子資料

参考文献

Pricipal　Pharamachoterapy　ネオメディカル
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６年次

番号

授業概要（教育目的・GIO）

薬学を学び実務を経験した薬剤師は、医薬品を創る知識と使う知識の両方を併せ持つ。先端医療には、標準化されて
いないものや、承認されていないものも含まれ、創る段階に位置するものも多い。
本講義では、先端医療に関与する医薬品や医療機器の承認制度および医療制度に触れながら、先端医療の実際につ
いて、ゲノム情報を応用した遺伝子診断薬や遺伝子疾患治療、肝臓や腎臓などの臓器移植とそれを支える医薬品、心
疾患・脳血管疾患の最新治療、 自家細胞・組織を用いた再生・細胞医療などの現状について、事例を挙げながら概説
し、先端医療について知識と理論の習得を目指す。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

不整脈の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

心不全の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

悪性腫瘍の病態生理、症状、治療について概説できる。

代表的な抗悪性腫瘍薬を列挙できる。

先端医療の開発、評価、普及を取り巻く制度について概説できる。

医薬品、医療機器の製造販売の承認と先端医療の関係について説明できる。

再生医療等製品の承認申請について説明できる。

うつ病、躁うつ病の病態生理、適切な治療薬、およびその標準治療について概説できる。

緑内障の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

白内障の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

悪性腫瘍の治療における薬物治療の先端医療における位置づけについて概説できる。

化学療法薬が有効な悪性腫瘍の治療と先端医療について概説できる。

千葉　康司（教授）　岡　美佳子（教授）　吉門　崇（講師）

評価方法

定期試験（80%）と確認試験・レポート（20%）により総合的に評価する。

テキスト

プリントを配布する。

参考文献

『先端医療のしくみと治療法がわかる本』： 依田弘作 2011年1月15日発行（洋泉社）
先進医療NAVIGATOR 初版 2013.2月（日本医学出版）
医薬品医療機器情報提供ホームページ（http://www.info.pmda.go.jp/）
医薬品・医療機器承認情報（http://www.info.pmda.go.jp/info/syounin_index.html）

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

高度先端医療論　※

1　単位臨床薬学科 6年次　前期必修

講義終了後18：40まで。臨床薬理学研究室（D41）

学生へのメッセージ

既に学んだ既存の治療法における法規・薬理・薬物治療学を復習するとともに、最新治療の制度と実際を結び付けて
ほしい。

虚血性心疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

肝炎・肝硬変の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

糖尿病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説でき
る。

高脂血症の病態生理、適切な治療薬、およびその先端医療について概説できる。

統合失調症の病態生理、適切な治療薬、およびその標準治療について概説できる。
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回 担当教員

千葉　康司

千葉　康司

千葉　康司

吉門　崇

千葉　康司

吉門　崇

吉門　崇

吉門　崇

吉門　崇

岡　美佳子

千葉　康司

岡　美佳子

岡　美佳子

関連授業科目

1.　　薬事法規・制度３　　2.　　悪性腫瘍治療学　 　3.　　感染症治療学　　4.　分子生物学２　　5.　　疾患別治療特論Ⅲ       

再生医療等製品の成り立ち、その開発と先端医療について概説できる。

授業計画表

肝炎・肝硬変および生活習慣病の最新
治療の実際について、[確認テスト]

肺がんの標準治療と最新治療の実際
について

再生医療を支える新再生医療等製品
の開発から承認まで

白内障･緑内障の標準治療と最新治療
の実際について、　[確認テスト]

内容項目

先端医療とは

先端医療を取り巻く制度（１）

先端医療を取り巻く制度（２）

肝炎・肝硬変、生活習慣病の最新治
療

抗精神病薬の最新治療

がんの最新治療（１）

再生医療を取り巻く制度

眼科領域の最新治療（１）

がんの最新治療（２）

がんの最新治療（３）

再生医療の実際

循環器系疾患の最新治療

眼科領域の最新治療（２）
加齢黄班変性の標準治療と最新治療
の実際について

学習目標番号

厚生労働省通知に見る先進医療、高度
医療と混合診療について

医薬品・医療機器の開発・承認申請と
先進医療制度について

医療機器の製造業・製造販売業・販売
業および承認申請について

乳がんの標準治療と最新治療の実際
について

消化器がんの最新治療薬の実際につ
いて

自家細胞・組織を用いた再生医療から
iPS細胞再生医療への道のり

心疾患・脳血管疾患の最新治療の開発
と実際

抗精神病薬の最新治療の開発と実際
について
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６年次



６年次
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６年次

番号

1

2

3

5

8

回 担当教員

1 岡田　賢二

2 岡田　賢二

3 岡田　賢二

4 岡田　賢二

5 岡田　賢二

4

6

地域保健サービスのシステムの実際が理解できる。

地域保健の推進に関わる専門職の機能や役割について理解できる。

ケア提供の実際を通し、専門職種間の連携について考察できる。7

adv-*C18-(3)

adv-*B-(1)

adv-*B-(1)

学習目標番号

身近な医療問題をテーマに、保健・医

療・福祉の概念

授業計画表

内容項目

保健・医療・福祉の動向 保健・医療・福祉の動向について 1

地域保健法と感染症法保健・医療・福祉を支える法制度

保健・医療・福祉を支える法制度
福祉の基本法制、社会福祉法、介護保

険法

1

2

2

2

保健・医療・福祉の概念

保健・医療・福祉を支える法制度 医療法と医療関係者法について

adv-*B-(2)

原則として講義日の8:00～9:00とします。岡田賢二（実務実習センター：E11）

学生へのメッセージ

保健・医療・福祉の関連性を理解し、これら分野での薬剤師の活動について考えましょう。

adv-*C18-(2)

adv-*B-(2)

adv-*C18-(2)

adv-*A-(3)

adv-*A-(3)

地域保健の主要課題が理解できる。

小児、高齢者に対する保健サービスについて理解できる。

これからの地域保健のあり方について展望する。

adv-*B-(2)

adv-*C18-(2)

地域保健の概念が理解できる。

地域保健の推進に関わる関連法が理解できる。

1　単位健康薬学科 6年次　前期必修

地域保健論　※

岡田　賢二（准教授）

評価方法

確認テスト・授業レポート(50%)、最終課題レポート(50%)により総合的に評価する。

テキスト

プリントを配布する。

参考文献

必要に応じて紹介する。

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

授業概要（教育目的・GIO）

地域社会において、薬剤師が地域の人々の医療や健康維持・増進に貢献することが強く期待されている。国民の健康

な生活を確保するためには、医療のみならず疾病の予防や社会支援が不可欠となる。本講義の目的は、地域保健に

ついて理解し、薬剤師の役割の果たすべき役割について理解を深めることである。そのために、本教科では地域保健

所の概要、地域保健の概念、保健・医療・福祉の動向、それらを支える法制度および専門職種、在宅医療、地域保健の

実際について概説する。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容
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6 岡田　賢二

7 岡田　賢二

8 岡田　賢二

9 岡田　賢二

10 岡田　賢二

11 岡田　賢二

12 岡田　賢二

13 岡田　賢二

関連授業科目

在宅医療
在宅ケアの実際 在宅ケアの実際を事

例
4～8

地域保健の実際
高齢者の認知症を事例に、高齢者支援

について
4～8

在宅医療 在宅医療の仕組み 4～8

医療と職種

地域保健の実際
発達障害、精神障害を事例に、保健・

医療・福祉の連携について

チーム医療での専門職スタッフ－感染

制御専門薬剤師の活動－

チーム医療での専門職スタッフ－がん

領域における専門薬剤師の活動－

チーム医療での専門職スタッフ－栄養

サポートチームを考える-

医療における専門職種

1.　医療と法律　　　2.　地域薬局論　　　3.　医療福祉制度

6, 7

6, 7

4～8

6, 7

6, 7

医療と職種

医療と職種

医療と職種
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６年次

－ 431 －



－ 432 －

６年次



６年次
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６年次
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６年次

漢方・臨床・健康薬学科 ６年次　前期 1　単位

番号 SBOコード

1 adv-*D-（1）

2 adv-*D-（2）

3 adv-*D-（3）

4 adv-*D-（1）

5 adv-*D-（1）

6 adv-*C15-(1）

7 adv-*C15-(1）

8 adv-*C15-(2）

9 adv-*C15-(3）

10 adv-*C15-(3）

11 adv-*C15-(3）

12 adv-*C16-(2）

13 adv-*C16-(2）

14 adv-*C16-(3）

adv-*C14-（1）

adv-*C14-（2）

adv-*C14-（3）

adv-*C14-（4）

adv-*C14-（5）

16 adv-*D-(5）

17 adv-*A-（1）

18 adv-*A-（2）

19 adv-*C16-(2)

20 adv-*C16-(2)

21 adv-*C16-(2)

22 adv-*C16-(2)

23 adv-*C16-(2)

24 adv-*C16-(2)

代表的な DDS 技術を応用した医薬品を列挙できる。

医薬品の投与形態や薬物体内動態の制御法などを工夫した DDS の特徴について説明できる。

医療における医薬品のリスクを回避するために必要な有害事象（副作用、相互作用）について説明できる。

15 医療チームの一員として薬物治療に参画するために必要な代表的な疾患における治療と薬物療法について説明できる。

最適な薬物治療の実現に必要な情報収集・解析および医薬品の適正使用に関する情報を使った問題解決ができる。

患者からの情報の収集・整理して、評価に必要な事項をまとめることができる。

薬物治療の個別化を考えた投与設計ができる。

汎用される容器、包装の具体的適用について説明できる。

製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性など）を理解した上での薬物療法ついて説明できる。

必修

倫理的問題に配慮して主体的に行動するために必要な生命・医療に係る倫理観について、医療の担い手としての説明ができる。

医薬品とその製剤材料の物性を考慮した特徴を説明できる。

医薬品製剤の種類、製造、品質などに関する基本的情報を用い、適正使用について説明できる。

原則として、毎週木曜日の11:50～12:30としますが、その他の時間でも在席時には対応します。E11：実務実習センター（山口、渋谷）、C43：薬剤学研究室

（村田)

学生へのメッセージ

実務実習を終えた後に、薬剤師として求められている臨床薬剤学的な能力がどの程度備わったかを確認することが必要です。この授業は、薬剤学、薬理

学、薬物治療学を基盤として、医療人としての倫理観や患者・生活者への配慮を考え、チーム医療の一員として、医薬品の調製や薬物治療・投与設計など

臨床薬学における実践力を学習することを目標としています。薬の専門家としての責任を持ち、患者本位の医療を担う薬剤師として活躍するために、臨床

現場で遭遇する症例と実践的な薬剤師業務を学び、安全かつ適切な薬物療法に寄与できる能力を修得してほしいと思います。

国民の健康管理、医療安全、薬害防止における薬剤師の役割を認識した行動について説明できる。

医療の担い手としての薬剤師に求められる臨床現場での行動に必要な心構えと薬学的管理の基本的な流れを把握する。

処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために必要な知識を種々の局面で発揮し問題可決ができる。

患者に安全・最適な薬物療法を提供するために必要な情報や状態を評価し、個々の患者に適した薬物療法に関する問題可決が

できる。

在宅医療、地域保健、福祉、プライマリケア、セルフメディケーションの仕組みと意義を理解したうえで、地域住民の健康の回復、

維持、向上を考えた薬剤師の行動について説明できる。

医薬品情報の収集・評価・加工・提供・管理・評価、EBM の実践、生物統計ならびに臨床研究デザイン・解析を考えた問題解決が

できる。

山口　友明（教授）　　渋谷　昌彦（准教授）　　村田　実希郎（准教授）

授業形式

A　講義型

参考文献

臨床薬剤学　※

評価方法

定期試験（客観試験・論述試験（80%））と課題に関するレポート（20%））で、総合的に評価する。60点以上を合格とする。

テキスト

授業プリント

授業概要（教育目的・GIO）

患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、医薬品の調製、薬物療法の実践、チーム医療・地域保健医

療への参画など、それぞれの臨床薬学的局面に即した薬剤師としての行動を身に付ける。

学習目標（到達目標・SBOs）

オフィスアワー（授業相談）

医薬品の吸収、分布、代謝、排泄の各過程および薬物動態学的相互作用も考慮した効果や安全性の推測ができる。

臨床薬物動態の理論的解析ならびに投与設計に必要なパラメーターを説明できる。

内容

医療機関や地域などの多職種が連携・協力する患者中心のチーム医療の一員として、共有の情報を用いたより良い医療について

説明できる。

代表的なコントロールドリリース技術を用いた医薬品を列挙し、その臨床応用について説明できる。

代表的なターゲティング技術を応用した医薬品列挙し、その臨床応用について説明できる。

代表的な吸収改善技術を用いた医薬品列挙し、その臨床応用について説明できる。
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25 adv-*D-(4)

26 adv-*D-(4)

回 担当教員 項目 内容 学習目標番号

1 山口　友明 臨床薬剤師としての行動と実践力 臨床薬剤師としての行動と実践力

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

2 山口　友明 臨床薬剤師としての行動と実践力 臨床薬剤師としての行動と実践力

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

3 山口　友明 薬剤師として求められる実践力 臨床薬物動態パラメーターの基礎と解釈

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

4 山口　友明 薬剤師として求められる実践力
薬剤師実務と臨床薬剤師としての役割と実

践

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

5 山口　友明 薬剤師として求められる実践力
薬剤師実務と臨床薬剤師としての役割と実

践

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

6 村田　実希郎 製剤設計を踏まえた薬剤師業務

製剤設計を踏まえた薬物治療・投与計画・

症例，服薬指導の実践（皮膚に適用する製

剤）

12、13、14、15、

16、17、18、19、

20、21、22、23, 24, 

25, 26

7 村田　実希郎 製剤設計を踏まえた薬剤師業務

製剤設計を踏まえた薬物治療・投与計画・

症例，服薬指導の実践（眼、鼻に適用する

製剤）

12、13、14、15、

16、17、18、19、

20、21、22、23, 24, 

25, 26

8 村田　実希郎 製剤設計を踏まえた薬剤師業務
製剤設計を踏まえた薬物治療・投与計画・

症例，服薬指導の実践（注射剤・経肺製剤）

12、13、14、15、

16、17、18、19、

20、21、22、23, 24, 

25, 26

9 村田　実希郎
臨床薬剤師の観点から見た薬物治療の最

適化

院内製剤の調製とレギュレーション，症例，

薬物療法の実践

臨床薬剤師の観点から見た薬物治療の最

適化（投与経路と投与デバイス）

12、13、14、15、

16、17、18、19、

20、21、22、23, 24, 

25, 26

10 渋谷　昌彦 病院薬剤師業務と実践力 病院薬剤師に必要とされる能力と実践力

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

11 渋谷　昌彦 病院薬剤師業務と実践力 病院薬剤師に必要とされる能力と実践力

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

12 渋谷　昌彦 病院薬剤師業務と実践力 病院薬剤師に必要とされる能力と実践力

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18

13 山口　友明 臨床薬学・臨床薬剤学のまとめ
薬剤師に求められている臨床薬学的行動。

症例問題における問題解決

1、2、3、4、5、6、

7、8、9、10、11、

12、13、14、15、

16、17、18、19、

20、21、22、23, 24, 

25, 26

関連授業科目

1.　処方解析　　　2.　製剤学　　　3.　実務実習（薬局）　　　4.　実務実習（病院）　　　5.　実務実習ポスト教育　　　6.　処方解析演習

院内製剤の臨床応用について説明できる。

薬局製剤の臨床応用について概説できる。

授業計画表
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６年次

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

回 担当教員

1 奥平　和穂

2 奥平　和穂

3 奥平　和穂

4 奥平　和穂

参考文献

薬物動態の一般的な教科書は参考になります。

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型　パワーポイント、配布資料、板書を併用した講義形式

奥平　和穂（教授）

評価方法

課題レポート（30%）・定期試験（70%）

テキスト

講義プリント

 *C15-(5)-7-▲1

adv-*C13-(5)

adv-*C13-(5)

臨床薬物動態学

0.5　単位漢方・臨床・健康薬学科 6年次　前期必修

授業概要（教育目的・GIO）

これまでに学習した薬物速度論を整理、統合し、医療の現場に対応した投与設計ができる技能を身につける。

学習目標（到達目標・SBOs）

*C13-(5)-1-6

*C13-(5)-1-7

*C13-(5)-1-8

線形1-コンパートメントモデルを説明し、これに基づいた計算ができる。（知識・技能）

線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメントモデルの違いを説明できる。

生物学的半減期を説明し、計算できる。（知識・技能）

全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知識・技能）

非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明できる。

講義日の講義終了時～18時

学生へのメッセージ

薬物動態学、特に薬物速度論が、臨床の場でどのように役に立つかを理解してほしい。

*C13-(5)-1-3

*C13-(5)-1-5

SBOコード内容

*C13-(5)-1-1

*C13-(5)-1-2

薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概説できる。

薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明できる。

*C13-(5)-1-10

*C13-(5)-1-11

*C13-(5)-1-12

*C13-(5)-2-4

*C13-(5)-2-5

患者固有の薬動学的パラメーターを用いて投与設計ができる。（知識・技能）

臨床データから薬物の動態特性を予測できる。

臨床データから薬物の投与計画を作成できる。

薬物の肝および腎クリアランスの計算ができる。（技能）

点滴静注の血中濃度計算ができる。（技能）

連続投与における血中濃度計算ができる。（技能）

至適血中濃度を維持するための投与計画について、薬動学的パラメーターを用いて説明で

きる。

代表的な薬物についてモデルデータから投与計画をシミュレートできる。（技能）

授業計画表

繰り返し投与時の投与計画の作成

内容項目

薬物速度論の基本

単回投与の薬物速度論

定常状態の薬物速度論

濃度推移に対応した薬物速度論

学習目標番号

基本パラメータの関係

単回投与時の投与計画の作成

定常状態における投与計画の作成

1, 3

1, 3, 5

3, 9, 10

10, 11, 12、14、15



６年次
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5 奥平　和穂

6 奥平　和穂

7 奥平　和穂

関連授業科目

量的バイオアベイラビリティの計算

肝腎クリアランスを支配する因子と変動

非線形速度論

1.　　薬物動態学Ⅰ　　　　　2.　　薬物動態学Ⅱ　　　　　3.　　臨床薬理学Ⅰ　　

バイオアベイラビリティ

クリアランスとその変動

非線形速度論と全体のまとめ 4, 7

2, 8

6, 8, 13, 14, 15



－ 440 －

６年次



６年次
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６年次

番号

1

2

3

4

5

回 担当教員

1 定本　清美

2 定本　清美

3
定本　清美　

石井　邦雄

4 石井　邦雄

5 石井　邦雄

6 中野　真

7 中野　真

関連授業科目

授業概要（教育目的・GIO）

初診時の対応から疾患の診断、そして薬物治療に至るまでの過程を理解し、必要に応じて症状、検査、薬物治療につ

いて情報検索を実施できる。薬物治療については、疾患の病態と薬理作用ととの関係を理解して、的確な薬物治療を遂

行できる。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

Pricipal　Pharamachoterapy　ネオメディカル

オフィスアワー（授業相談）

診療科各論Ⅱ　※

定本　清美（教授）　石井　邦雄（教授）　中野　真（教授）

評価方法

定期試験（70%）、課題レポート（10%）、授業学習状況（講義中の課題への参加：20%）により総合的に評価する。

テキスト

adv-*C14-(2)

adv-*C14-(2)

症例から症状や検査値について治療に必要な項目を学ぶ。

心不全の治療に必要な薬物と薬理作用を学ぶ。

不整脈の治療に必要な薬物と薬理作用を学ぶ。

講義日の昼休みや休み時間、その他の日の休み時間など。定本（薬理学研究室：E43）、石井（薬学教育センター：

E14）、中野（食化学研究室：D42、図書館棟16階）

学生へのメッセージ

薬物治療に至るまでの経過を理解し、エビデンスに基づいて薬物治療を行えるように問題解決型学習を進められる。

adv-*C14-(1)

0.5　単位漢方・臨床・健康薬学科 6年次　前期必修

adv-*C14-(1)

adv-*C14-(1)

典型的な臨床症状を理解する。

症状と疾患分類を理解する。

授業形式

A　講義型　E　課題研究型

参考文献

項目

典型的な臨床症状を理解する

症状と疾患分類を理解する

症例から治療に必要な項目を学ぶ

循環器系疾患-１：心不全 心不全治療薬の薬理作用を学ぶ。

抗不整脈薬の薬理作用を学ぶ。

代表的な疾患の診断や治療法を学ぶ。

臨床現場での話題について学ぶ。

内容

1.　病態・薬物治療学２　　2.　病態・薬物治療学３　　3.　病態・薬物治療学４

授業計画表

循環器系疾患-２：不整脈

婦人科・外科疾患

婦人科・外科疾患

学習目標番号

症状から該当する疾患を推測できる。

疾患治療に必要な情報を理解する。

症例を理解し治療計画を考える。

1

1

2

3

4

5

1, 3
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漢方・臨床・健康薬学科 6年次　前期 0.5　単位

番号 SBOコード

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

授業概要（教育目的・GIO）

患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、代表的な疾患（がん、高血圧症、糖尿病、心疾患、脳血管障害、精神神経疾患、免

疫・アレルギー疾患、感染症）で発行される処方箋に対して、処方解析を実施し、個々の患者に適した薬物療法を提案・実施・評価で

きる実践能力を身に付ける。

学習目標（到達目標・SBOs）

内容

渋谷　昌彦（准教授）　原澤　秀樹（教授）　山口　友明（教授）

評価方法

定期試験（客観試験・論述試験（80%））と課題に関するレポート（20%））で、総合的に評価する。60点以上を合格とする。

テキスト

授業プリント

参考文献

処方管理学（南山堂）2017

必修

1

2

3

4

5

処方解析Ⅱ　※

学生へのメッセージ

実務実習を終えた後に、処方解析の実践力がどの程度ついたかを確認することが必要です。この授業は、代表的な疾患症例につい

て、多面的な観点から評価して、治療・投与設計などに薬学的な介入ができる能力（実践力）を学習することを目標としています。薬

の専門家としての責任を持ち、患者本位の医療を担う薬剤師として活躍するために、臨床現場で遭遇する症例と実践的な処方解析

を通じて、安全かつ適切な薬物療法に寄与できる能力を修得してほしいと思います。

オフィスアワー（授業相談）

授業形式

A　講義型

原則として、毎週木曜日11:50～12:30としますが、その他の時間でも在席時には対応します。E11：実務実習センター（渋谷、原澤、山

口）

代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。

代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を列挙

できる。

処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。

処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。

注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認できる。

6

7

9

8

10

11

薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。

代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や用法・

用量設定を立案できる。

患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。

代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。
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６年次

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

adv-*C15-(2)

adv-*D-(3)

22 adv-*A

23 adv-*A-(3)

24 adv-*C14-(5)

25 adv-*C14-(2)

26 adv-*C14-(3）

27 adv-*C14-(2)

28 adv-*C14-(3)

29 adv-*C14-(4)

30 adv-*C14-(4)

31 adv-*C14-(5)

回 担当教員 項目 内容 学習目標番号

1 渋谷　昌彦 症例検討・処方解析の基本
症例検討・処方解析の基本的手法と実

践
1～23

2 渋谷　昌彦 処方解析のポイント

処方解析のポイントと実践（がん、高血

圧症、ウイルス性肝疾患、精神神経疾

患などを中心に）

1～31

3 原澤　秀樹 多面的な観点からの処方解析

多面的な観点からの処方解析、投与設

計などの問題解決（高血圧症、精神神

経疾患を中心に）

1～31

4 原澤　秀樹 多面的な観点からの処方解析

多面的な観点からの処方解析、投与設

計などの問題解決（高血圧症、精神神

経疾患を中心に）

1～31

授業計画表

心疾患患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問題解

決ができる。

脳血管障害患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問

題解決ができる。

感染症患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問題解

決ができる。

在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。

免疫・アレルギー疾患患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計

などの問題解決ができる。

自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。

がん患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問題解決

ができる。

高血圧症患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問題

解決ができる。

糖尿病患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの問題解

決ができる。

精神神経疾患患者の症例に対して、医療人である薬剤師として、多面的な観点から治療・投与設計などの

問題解決ができる。

21

12

13

15

14

16

17

18

19

20

患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬剤の特徴

（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。

処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判りやす

く説明できる。

代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、

SOAP形式等で記録できる。

医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。

患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適切に記

録する。

薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の提案ができ

る。

薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果および副作用について予測できる。

薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

副作用の発現について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投与方

法、投与期間等の変更を提案できる。
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5 山口　友明 多面的な観点からの処方解析

多面的な観点からの処方解析、投与設

計などの問題解決（糖尿病、心疾患、

脳血管障害、免疫・アレルギー疾患、感

染症を中心に）

1～31

6 山口　友明

多面的な観点からの処方解析（治療・

投与設計などの問題解決）（糖尿病、心

疾患、脳血管障害、免疫・アレルギー疾

患、感染症を中心に）

多面的な観点からの処方解析（治療・

投与設計などの問題解決）（糖尿病、心

疾患、脳血管障害、免疫・アレルギー疾

患、感染症を中心に）

1～31

7 渋谷　昌彦 処方解析のまとめ

処方解析のまとめと実践（がん、高血圧

症、ウイルス性肝疾患、精神神経疾患

などを中心に）

1～31

関連授業科目

1.　臨床薬剤学　　　　　　　　2.　薬学総合演習3　　　　　　 　3.　薬学総合演習4
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６年次



６年次
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－ 448 －

６年次



６年次

－ 449 －
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６年次



６年次

－ 451 －

教員１ 教授 藤井　儀夫 教員１７ 准教授 飯塚　徹

教員２ 教授 岡　美佳子 教員１８ 准教授 磯村　茂樹

教員３ 教授 越智　定幸 教員１９ 准教授 梶原　康宏

教員４ 教授 小俣　義明 教員２０ 准教授 川嶋　芳枝

教員５ 教授 甲斐　俊次 教員２１ 准教授 細野　哲司

教員６ 教授 加藤　真介 教員２２ 准教授 八木　健一郎

教員７ 教授 川嶋　剛 教員２３ 准教授 山崎　和応

教員８ 教授 北川　康行 教員２４ 講師 梅田　知伸

教員９ 教授 黒岩　美枝 教員２５ 講師 奥野　義規

教員１０ 教授 榊原　巌 教員２６ 講師 鹿本　泰生

教員１１ 教授 佐藤　康夫 教員２７ 講師 高橋　哲史

教員１２ 教授 鈴木　真一 教員２８ 講師 西崎　有利子

教員１３ 教授 中島　敏治 教員２９ 講師 吉田　林

教員１４ 教授 宮代　博継 教員３０ 助教 市川　裕樹

教員１５ 教授 森　和也

教員１６ 教授 山下　幸和

薬学総合演習１　※

2　単位漢方・臨床・健康薬学科 6年次　後期必修

授業形式

統括責任者 藤井　儀夫 科目担当責任者 藤井　儀夫

A　講義型

知識だけでなく、態度を含めたパフォーマンスを、ポートフォリオ等を用いることにより、総合的に評価する。

具体的には次式の成績点算出方法により、60点以上を合格とする。（優は80点以上、良は70点以上）

成績点 ＝ 薬学総合演習試験の得点率（100%） ／ ｛ハードルポイント（116）－パフォーマンスポイント（16～0）｝×100

ハードルポイントは、116ポイントに設定されているが、演習期間中にパフォーマンスポイント（上限値16）を順次獲得し

ていくことにより、成績点算出式の分母を100まで下げることができる。なお、パフォーマンスポイントは、各クールの終

わりに実施される理解度確認試験の成績及びその後の教員との面談による形成的評価チェックシートの作成（ポート

フォーリオ）によって獲得することができる。

教員作成プリントおよび薬剤師国家試験対策参考書

評価方法

テキスト

参考文献

オフィスアワー（授業相談）

講義日の昼休み。講義担当者の研究室にお越し下さい。その他の時間でも講義担当者が在室時には対応します。

薬学の基礎となる有機化学、物理化学、分析化学の物理系・化学系、そして生化学、分子生物学、機能形態学の生物

系の内容を十分に理解し、これまで学んだ衛生化学、薬理学、病態学、薬剤学などの医療薬学科目の各教科を相互

に関連付け、総合的に物事を判断できるための一助としてほしい。

学生へのメッセージ
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６年次

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33 adv-(2)-3-4

adv-*C2-(1)-1-1

adv-*C7-(1)-4-1

adv-*C2-(2)-3-1

adv-*C4-(4)-1-1

adv-*C2-(2)-5-1

adv-*C3-(1)-4-1

化学物質の構造決定に用いられる機器分析法の特徴を説明できる。

クロマトグラフィーの種類を列挙し，それぞれの特徴と分離機構を説明できる。

Ｘ線結晶解析の原理を概説できる。

adv-*C1-(1)-4-1

adv-*C1-(2)-2-5

adv-*C1-(3)-3-1

adv-*C3-(2)-1-1

原子の構造と放射壊変について説明できる。

熱力学第一法則について式を用いて説明できる。

代表的な化学電池の種類とその構成について説明できる。

生体分子（タンパク質、核酸、脂質など）の立体構造を概説できる。

酸�塩基平衡を説明できる。

adv-*C4-(3)-2-1

adv-*C4-(2)-3-1

adv-*C6-(2)-1-1

adv-*C7-(1)-1-1

adv-*C9-(1)-3-1

代表的な生薬成分を化学構造から分類し、それらの生合成経路を概説できる。

中和滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

adv-*C8-(1)-5-1

adv-*C8-(1)-11-1

adv-*C8-(1)-2-1

adv-*C8-(3)-6-1

adv-*C2-(3)-2-▲9

adv-*C9-(4)-2-2

adv-*C9-(1)-4-1

adv-*C9-(2)-2-1

adv-*C9-(6)-2-1

adv-*C10-(1)-2-1

adv-*C8-(4)-2-1

adv-*C8-(4)-5-1

薬学領域で繁用されるその他の分析技術（バイオイメージング、マイクロチップなど）について

概説できる。

解糖系について説明できる。

薬学専門領域の知識を総合的に活用しようとする姿勢、課題を探求しようとする姿勢を身に付

け、自ら個性の伸展を図れる。

授業概要（教育目的・GIO）

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード

adv-*C5-(2)-1-1

adv-*C4-(1)-4-1

薬剤師実務の現場では、基礎薬学系科目と医療・臨床薬学系科目の全ての分野を総合的に理解し、その知識を医療

の現場に反映する能力が必要である。既に３年生および４年生で基礎、医療、臨床薬学演習を行った。本演習では、

機能形態学、生化学、分子生物学の生物系分野、そして理論化学、有機化学、物理化学などの化学系・物理系分野の

演習をオムニバス方式で行い、薬学の基礎的内容を総合的に理解し、応用できる能力を育成する。

内容

Diels-Alder 反応の特徴を具体例を用いて説明できる。

代表的な錯体の名称、構造、基本的性質を説明できる。

有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応性を列挙し, 説明できる。

代表的な芳香族化合物を列挙し、その物性と反応性を説明できる。

代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）を指摘し、分類できる。

代表的な生薬を列挙し, その特徴を説明できる。

アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

免疫に関与する組織と細胞を列挙できる。

細菌の構造と増殖機構を説明できる。

主な真菌の性状について説明できる。

細胞膜の構造と性質について説明できる。

中枢神経系の構成と機能の概要を説明できる。

体温の調節機構を説明できる。

腎臓、膀胱などの泌尿器系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。

酵素反応の特性を一般的な化学反応と対比させて説明できる。

水溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質、補酵素や補欠分子として関与する生体内

反応について説明できる。

遺伝子発現に関するセントラルドグマについて概説できる。

遺伝子クローニング法の概要を説明できる。

adv-*C8-(1)-8-1

adv-*C9-(3)-2-1

adv-*C8-(2)-2-1

心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。

眼、耳、鼻などの感覚器について機能と構造を関連づけて説明できる。
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回 担当教員 領域

1 甲斐　俊次 化学

2 甲斐　俊次 化学

3 磯村　茂樹 化学

4 梶原　康宏 化学

5 梶原　康宏 化学

6 鈴木　真一 化学

7 鈴木　真一 化学

8 奥野　義規 化学

9 奥野　義規 化学

10 市川　裕樹 化学

11 佐藤　康夫 化学

12 飯塚　徹 化学

13 飯塚　徹 化学

14 榊原　巌 化学

15 加藤　真介 物理

16 加藤　真介 物理

17 北川　康行 物理

18 北川　康行 物理

19 北川　康行 物理

20 八木　健一郎 物理

21 八木　健一郎 物理

22 八木　健一郎 物理

23 磯村　茂樹 物理

24 磯村　茂樹 物理

25 宮代　博継 物理

26 宮代　博継 物理

27 宮代　博継 物理

28 山崎　和応 物理

29 山崎　和応 物理

30 山崎　和応 物理

31 梅田　知伸 物理

32 梅田　知伸 物理

33 梅田　知伸 物理

34 山下　幸和 物理

35 山下　幸和 物理

36 山下　幸和 物理

37 川嶋　剛 物理

38 川嶋　剛 生物

39 川嶋　剛 生物

40 鹿本　泰生 生物

41 鹿本　泰生 生物

42 川嶋　芳枝 生物

7, 33

学習目標番号

複雑な化合物の合成 1, 33

化学物質の定性と定量 11, 33

化学物質の定性と定量 11, 33

アミノ酸の種類・構造と特性

生薬成分の構造と生合成

13, 33

複雑な化合物の合成

有機ハロゲン化合物の反応性について

無機化合物・錯体について

芳香族化合物の反応性について

医薬品のコア構造（ファーマコフォア）について

8, 33

生薬の薬効成分について 6, 33

生薬の薬効成分について

芳香族化合物の反応性について 4, 33

4, 33

芳香族化合物の反応性について 4, 33

エネルギーについて 14, 33

有機ハロゲン化合物の反応性について 3, 33

医薬品のコア構造（ファーマコフォア）について 5, 33

内容

授業計画表

5, 33

6, 33

1, 33

2, 33

3, 33

生体分子の解析法について 12, 33

生体分子の立体構造について 16, 33

生体分子の立体構造について 16, 33

電気化学について 15, 33

放射線と放射能について

放射線と放射能について 13, 33

エネルギーについて 14, 33

エネルギーについて 14, 33

電気化学について 15, 33

電気化学について 15, 33

酸と塩基について 17, 33

化学物質の定性と定量 10, 33

9, 33

生体分子の解析法について 12, 33

酸と塩基について 17, 33

化学物質の定性と定量 10, 33

化学物質の定性と定量

生体分子の解析法について 12, 33

分析技術の臨床応用 18, 33

遺伝子操作・遺伝子工学 22, 33

生体エネルギー代謝 19, 33

生体分子の立体構造について 16, 33

化学物質の定性と定量 11, 33

遺伝子操作・遺伝子工学 22, 33

生体エネルギー代謝 19, 33

ビタミンの種類・構造と特性 20, 33
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６年次

43 川嶋　芳枝 生物

44 小俣　義明 生物

45 小俣　義明 生物

46 中島　敏治 生物

47 中島　敏治 生物

48 中島　敏治 生物

49 細野　哲司 生物

50 越智　定幸 生物

51 高橋　哲史 生物

52 高橋　哲史 生物

53 黒岩　美枝 生物

54 黒岩　美枝 生物

55 岡　美佳子 生物

56 藤井　儀夫 生物

57 藤井　儀夫 生物

58 吉田　林 生物

59 西崎　有利子 生物

60 佐藤　康夫 生物

関連授業科目

1.　教養化学　　 2.　教養物理学　　 3.　教養化学　　 4.　基礎化学講座　　 5.　細胞生物学

生体防御反応 23, 33

生体防御反応 23, 33

細胞の構造と機能 26, 33

器官の構造と機能 27, 33

器官の構造と機能 29, 33

体温調節機構 30, 33

泌尿器系 31, 33

酵素阻害 32, 33

器官の構造と機能 27, 33

感覚器系 28, 33

器官の構造と機能 29, 33

遺伝情報を担う分子 21, 33

ビタミンの種類・構造と特性 20, 33

細胞の構造と機能

細菌の構造と特徴 25, 33

細菌の構造と特徴 24, 33

26, 33

遺伝情報を担う分子 21, 33

生体防御反応 23, 33
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６年次
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６年次

番号

1

2

3

4

5

回 担当教員

1 定本　清美

2 定本　清美

3 定本　清美

4 定本　清美

5 定本　清美

6 定本　清美

7 定本　清美

8 定本　清美

9 定本　清美

10 定本　清美

11 定本　清美

12 定本・村田

13 定本　清美

関連授業科目

授業概要（教育目的・GIO）

医療人としての薬剤師にも緊急時の救急救命医療を行う知識が不可欠である。本教科では、救急救命の基本概念、取り扱う疾患や特色、医

薬品や劇毒物の急性中毒時の症状、起因物質の検索、対処法について概説するとともに症例によって解説する。心肺蘇生（気道確保、人工

呼吸、心臓マッサージ）などの救急での対応法や関連する薬物治療について学ぶ。症例によって、実際の救急事例やその際の治療、チーム

医療の実態を学ぶ。また、災害時の薬剤師の役割や実例についても概説する。

学習目標（到達目標・SBOs）

SBOコード内容

一目でわかる患者診断学（参考書）

オフィスアワー（授業相談）

救急医療概論　※

定本　清美（教授）　村田　実希郎（准教授）

評価方法

定期試験（MCQと筆記）70%、授業評価(講義中課題：10%）、課題レポート20%により総合的に評価する。

テキスト

Power Point用プリント配布または電子資料提供

adv-*C14-(4)

adv-*D-(1)-2-1

救急集中治療に使用される薬剤に関して事例をあげられる。

救急医療における症例で薬物治療、急性薬物中毒などを理解する。

救急医療の医療体制について理解し、薬剤師の役割を知る。

（定本：薬理学研究室（E43）、村田：薬剤学研究室（C43））時または授業時間前後

学生へのメッセージ

医療の現場での薬の役割の多様性を学んでほしい。

adv-*C14-(4)

1　単位漢方、臨床、健康薬学科 6年次　前期選択

adv-*C14-(1)-1-1

adv-*C14-(4)

救急医療における基本的バイタルサインを知る。

救急医療で遭遇する疾患と、病態の概要がわかる。

授業形式

A　講義型

参考文献

実例提示と治療

内容項目

救急医療の概論（１）

救急医療の概論（２）

救急医療の概論（３）

症例で学ぶ（１）

症例で学ぶ（３）

授業計画表

実例提示と治療

頻度の高い疾患と治療

実例提示と治療

頻度の高い疾患と治療

救急医療で扱う疾患（１）

症例で学ぶ（２）

救急医療で扱う疾患（２）

4

4

4

5

1

2, 3

2, 3

2, 3

2, 3

2, 3

学習目標番号

バイタルサインなど

基本的な臓器の機能、

検査の基本

2, 3

1.　　病態・薬物治療学２　　　　　2.　　病態・薬物治療学３　　　　　3.　　病態・薬物治療学４

症例で学ぶ（４）

ICUでの薬剤師活動（１）

症例で学ぶ（５）

災害、救急現場での薬剤師活動（１）

救急医療の実態

5

1～5

実例提示と治療

実例提示と治療

薬剤師の仕事と役割

チーム医療の実態

第１回から第１２回までのまとめDVDによる実際の説明



６年次

－ 467 －



－ 468 －

６年次



６年次

－ 469 －



－ 470 －

６年次




